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受託団体
特定非営利活動法人えひめグローバルネットワーク

令和5年度四国環境パートナーシップオフィス
管理運営等業務報告書（概要版）
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四国EPO関連業務

1. 地域からのグリーン社会の実現に向けたステークホルダー連携促進事業

2. 地域循環共生圏の創造に資するための推進業務

3. 基本業務

４．四国EPO運営委員会の開催



体制図

環境省中国四国地方環境事務所
四国事務所
環境対策課

評価委員会
評価委員

四国ESDセンター運営委員会
運営委員

〈情報提供、広報協力、事業実施協力〉

受託団体：NPO法人えひめグローバルネットワーク
統括：竹内
所長：常川
事務局長：亀山
事務局長補佐：佐伯
愛媛デスク：黒河
徳島デスク：坂本、笠井
高知デスク：吉田

四国環境パートナーシップオフィス（四国EPO）

統括：竹内
センター長：近森
事務局長：宇賀神
事務局：矢野

四国地方ESD活動支援センター（四国ESDセンター）

四国EPO運営委員会運営委員
〈情報提供、広報協力、事業実施協力〉
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1. 地域からのグリーン社会の実現に向けたステークホルダー連携促進事業

ア LS四国の企画運営委員会及び総会
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共同代表
近森 憲助（鳴門教育大学名誉教授）

大林 圭司（中国四国地方環境事務所四国事務所長）

副代表
島田 治男（香川県中小企業家同友会副代表理事）

山村 直史（（独）国際協力機構四国センター（JICA四国）所長）

委員

谷川 徹（四国生物多様性ネットワーク事務局）

笠井 誉子（（株）ｒｅクラーレット代表取締役、

（特非）GWEI（ジーウィアイ/Glocal Women’s Empowerment Initiative）理事長）

徳島県危機管理環境部グリーン社会推進課長

香川県環境森林部環境政策課長

愛媛県県民環境部環境局環境・ゼロカーボン推進課長

高知県林業振興・環境部環境計画推進課長

事務局
中国四国地方環境事務所四国事務所

四国環境パートナーシップオフィス

企画・運営委員会の運営体制 （令和6年1月時点）
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企画運営委員会（5月、10月、3月）

■第1回企画運営委員会
日 時：令和5年5月26日（金）13:00～16:00
参加者：12名（LS四国企画運営委員）
内 容：昨年度の事業報告、今年度の計画（案）について関係者間で確認、

広報や実施に関し、主体的に関わる多様な主体から構成される委員の
協力が得られることを確認した。

■第2回企画運営委員会
日 時：令和5年10月30日（月）13:00～15:00
参加者：9名（LS四国企画運営委員）
内 容：活動報告後、LS四表彰の募集内容の審議、広報・会員募集方法などについて

意見交換を行った。委員からは、広報や発信方法のありかた、表彰対象と
なる優良事例の推薦等で協力を得られることとなった。

■第3回企画運営委員会（書面開催予定）
日 程：令和6年3月
内 容：今年度事業報告
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■LS四国総会
日 時：令和5年7月7日（水）13:30～16:30
場 所：愛媛大学、ZoomによるWEB会議
参加者：121名（LS四国企画運営委員、LS四国会員）
内 容：今年度の役員選出や昨年度の事業報告、今年度の事業計画（案）に

ついて説明し、承認を得た。

■ローカルSDGs四国フォーラム
日 時：令和5年7月7日（金）14:30～17:00
場 所：愛媛大学、ZoomによるWEB会議
参加者：121名（LS四国企画運営委員、LS四国会員）
内 容：LS四国分科会の活動紹介や四国地方整備局から四国の課題に関する

とりまとめ情報の提供、SDGsをテーマとした基調講演
（川久保俊氏・法政大学デザイン工学部教授）、
愛媛大学の先生や学生を交えたパネルディスカッションを通して、
LS四国やSDGs等の取組PRとさらなる参画につながる発信をした。

愛媛大学SDGs推進室（協力機関）との共催

総会



1. 地域からのグリーン社会の実現に向けたステークホルダー連携促進事業

イ 情報交換会、ワークショップ等
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①「対策いろいろ 防災ESD」
日 時：令和5年9月8日(金)13:00～15:00
場 所：香川大学林町キャンパス（香川県高松市）
参加者：約15名
共 催：南海トラフ香川液状化対策コンソーシアム、香川大学（協力機関）
内 容：
■基調講演：「南海トラフ地震時に想定される液状化現象の原理と対策について」
香川大学・荒木裕行准教授から地震発生時にどのような原理で液状化現象が発生するか、
また建物や道路への被害について講演。その液状化被害を防ぐ対策についても
具体例を示しながら解説、またその対策には様々な課題があることが説明された。

■取組発表：
①南海トラフ地震香川液状化対策コンソーシアム
液状化対策から液状化被害や対策工法の紹介。

②玉津みかん生産者(動画)・四国防災ボランティアネットワーク
西日本豪雨災害と復興に向けた取組等の情報共有

■話を聞きに行こうタイム：

①②に加え、③四国ESDチーム、④多文化共生型の減災社会づくりのブースを訪問。
各ブースの担当者の話に対して、熱心に質問やメモをしていたことが印象的だった。
南海トラフ地震をはじめ、災害について知る、考える機会となった。
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②四国地方における地域脱炭素創生ネットワーキング会

日 時：令和5年11月16日(木)13:00～16:30
場 所：川之江ふれあい交流センター（愛媛県四国中央市）
参加者：120名（地方自治体、企業）
共 催：四国経済連合会 協 力：四国経済産業局、徳島県、香川県、愛媛県、高知県
内 容：
■基調講演：「地域で取り組む脱炭素～多様な主体とのパートナーシップ～」

（公財）地球環境戦略研究機関（IGES）・藤野純一氏から温暖化防止における世界情勢につい
ての説明、脱炭素の取組においては、新たな事業創出はそうそうないため、
既存の取組をまねてアレンジし、拡散していく方向が望ましいと言及があった。

■情報提供：「企業版ふるさと納税コンサルタントに聞く。最新の活用方法・事例・実績」
（株）カルティブ・小坪拓也氏より、企業版ふるさと納税を行うことのメリットや実際に
寄附をした企業や寄付を受け取った自治体の声の紹介を交え、企業版ふるさと納税の
活用事例についてご説明いただきました。

■地方公共団体ピッチ（15地方公共団体×3分）
四国の15地方公共団体より地域の特徴、脱炭素に関わる取組内容や課題、
マッチングを希望する民間事業者の分野、商品や技術等について発表

■ネットワーキングタイム（７ラウンド実施 ※１ラウンド11分間）
企業担当者が、情報交換を希望する地方公共団体のブースを訪問し、1対1で対話

■振り返り・閉会
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LS四国ビジョン達成に向けたロードマップ意見交換会

日時：令和5年9月23日（土）14:00～

令和5年9月24日（日）11:00

場所：芸西村の家会議室(高知県芸西村)

出席者:4名

趣旨：

・LS四国総会・フォーラムで提供された

四国の地域課題に関する情報（四国地方

整備局提供）を共有

・今後、課題解決支援チーム等の始動の流れと

並行し、LS四国のロードマップ可視化を試みる

※10月29日（日）18:00～19:30、10月30日（月）10:00～12:00にも

LS四国企画運営委員と意見交換を行った。
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環境省「森里川海プロジェクト・ローカルSDGs四国」企業交流会への協力

日 時：令和6年2月2日（金）13:00～19:00
場 所：高松国際ホテル（香川県高松市）
参加者：135名（四国内の企業、NGO、一般参加者、他）
主 催：中国四国地方環境事務所 四国事務所、日本生命保険相互会社、

（株）藤木工務店
内 容：LS四国分科会のキックオフともなるイベントの企画から実施までの

伴走協力を行った。当日は、多様な主体が参画する盛大なイベントと
なった。本交流会をきっかけに、LS四国への登録、新たなマッチング、
つながりが生まれるなどの効果が得られた。

≪第1部≫基調講演・パネルディスカッション
■基調講演I：「地域循環共生圏とは何か？期待される企業経営の変革」
（環境省 前環境事務次官・中井 徳太郎
■パネルディスカッション1「脱炭素、循環経済がもたらす企業価値の変化とは」

■基調講演Ⅱ：「自然との共生の中での地域発展のシナリオ～森の恵みで四国をモリアゲよう！～」
（（株）モリアゲ代表 長野 麻子 (前林野庁木材利用課長））
■パネルディスカッション2「ネイチャーポジティブの流れで四国を盛り上げる !!」



表彰制度の実施

LS四国のビジョン・行動指針の内容に即し、ローカルSDGs（地域循環共生圏）の考え方に資する
優れた事業・取組を表彰し、広く紹介することを目的に募集を行い、審査会を経て、賞を選定した。
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2月7日
第3回LS四国表彰審査会

（オンライン）
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「第3回ローカルSDGs四国表彰式」開催（2月22日）

【LS四国大賞】地域課題解決部門賞(徳島県）
「消えゆくものを残し、ふるさとを守り育てる花の里地域活動」

（四国山岳植物園 岳人の森）

チャレンジ部門優秀賞（香川県）
「たくさんの笑顔を紡ぐ」取組

（（株）フクシン）

ユース部門優秀賞（香川県）
三高みんなの食堂プロジェクト
（香川県立三本松高等学校）

審査員特別賞（愛媛県）
暮らしの中で 地域コミュニティを

ケアするコミュニティナース
（（一社）KUMAYAMA 

STORIES
（コミュニティナースin愛媛））

審査員特別賞（徳島県）
「ペットボトルキャップから

つくる持続可能な未来
～新たな製品と子どもたちを救う

ワクチンへ～」
（（有）ハイプラ）

受賞団体による記念撮影

表彰制度の実施

今年の賞状も

高知県立伊野商業高等学校の

協力を得て作成した土佐和紙を

使って作成しました！！



1. 地域からのグリーン社会の実現に向けたステークホルダー連携促進事業

ウ Webサイト等を活用した情報発信、PR

LS四国の取組状況の他、行政機関の動き、公募・助成金情報、イベント情報を発信

・ 掲載記事数：483件 （平均40件/月）

・ 閲覧ページビュー数（累計） 25,701件 （平均2,141件/月） 会員や分科会の取組情報等を
地域内外に発信
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新規会員の登録作業、LS四国会員のメリットとなる企画や運営、分科会活動の支
援等を行った（2024年3月25日時点：会員数は、団体201団体、個人5名、協力
機関15機関、アドバイザー3名）。
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2023年の活動をまとめた5号、6号を作成し、会員や中間支援組織に送付した。

変更点：マーケットインを意識したレイアウト、会員募集につながりやすくなるよう入会のメリットを明確化



2.地域循環共生圏の創造に資するための推進業務

ア 地域プラットフォームの環境整備支援等業務
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「全国わくわく課協会」への
伴走支援

「大月地域資源活用協議会」への
伴走支援

「かみかつ茅葺き学校」への
フォローアップ

海の観光スポットがよく知られていますが、
それを守っているのが豊かな山の自然です。
『複数のぼちぼち山業で豊かな生活スタイル
をつくる』をテーマに、山と関わる人々がぼち
ぼち暮らしていける町を目指しています。1年
目は、資源を活かし、守りながら活動してきた
個人をつないで、山に興味を持つ人を増やす
ことに重点を置きました。2年目は、情報発信、
山主へのアプローチ、広葉樹の消費を増やす
仕組みづくり、移住者の巻き込み、防災機能
の維持・強化なども視野に入れています。す
でに黒炭生産、お茶づくりなどが進行中です。

香川県の東端で、子どもたちが大好きな
カブトムシを中心に、地域の拠点づくり、原木
しいたけなどの就農者増、交流人口・関係人
口の増加を目指し、産業廃棄物（有機物）の有
効活用にもつなげる展開を描いています。観
光協会、市役所、古民家家主、農家、地域活性
化に取り組む団体等、さまざまな関係者によ
って仲間の層が厚くなり、2023年7月、拠点
となる予定の古民家で初イベント「カブトムシ
をさわってみよう！」を成功させました。今後
もさらに仲間づくりや拠点づくりを進めるた
めに、ヒアリングや参考になる施設の視察な
どを行います。

暮らし方が変わり、里山の恵みを活かす知恵
や技術が失われつつあります。「今やったらま
だ教えられる」そう言ってくださる集落の方か
ら、受け継いできたことをつないでいくために
活動しています。今年は、茅葺き古民家の宿泊
許可の取得に向けた準備等を進めるとともに、
集落の魅力を自身が知り、訪れた方にも伝え
られるようにと、専門家の力も借りながら学び
始めました。そして、かみかつ茅葺き学校での
日々の仕事を体験する“百姓の日”を設けて、
集落をつないでいく仲間づくりを進めていま
す。

【出典】2023夏しこくえぽ_第35号
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新規採択・継続団体へのヒアリング（かみかつ茅葺き学校は事業化支援）

■（一社）全国わくわく課協会
日 時：令和5年4月24日（月）13:00～15:00
場 所：JA香川県誉水支店(香川県東かがわ市)とLINEによるビデオ通話
内 容：事業概要や計画の詳細説明を受け、今後の進め方等について意見交換を行った。

その後、取組の拠点となる予定の古民家を視察した。

■（特非）大月地域資源活用協議会
日 時：令和5年4月25日（火）11:00～12:00
場 所：WebexMeetingsによるWEB会議
内 容：大月町のコアメンバーによる今年度事業(環境整備2年目)の説明に対して

ヒアリングを実施し、不明な点について確認をした。

■かみかつ茅葺き学校
日 時：令和5年4月21日（金）13:00～17:00
場 所：かみかつ茅葺き学校(徳島県上勝町)
内 容：事業化支援団体として今年度も採択となったため、ヒアリングに同席した。

団体事務局より昨年度の事業内容と結果等が報告され、今年度の活動計画の
確認、施設内の見学、上勝町内で活動しているステークホルダーの拠点の
視察を行った。



2.地域循環共生圏の創造に資するための推進業務

イ 中間共有会
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日 時：令和5年10月11日（水）13:00～16:30

場 所：（特非）由良野の森（愛媛県久万高原町）

参加者：約18名

内 容：

■取組内容発表、意見・情報交換

（1）NPO法人大月町地域資源活用協議会

①取組内容発表

②いいとこ・質問貼りだし

③いいとこ共有、質問回答

④活動団体からの課題相談

（2）一般社団法人全国わくわく課協会 同様に①～④

■講評

■由良野の森エクスカーション（NPO法人由良野の森）

■「多様な関係者との協働による森林再生」取組発表

NPO法人由良野の森 代表理事 鷲野 宏 氏



2.地域循環共生圏の創造に資するための推進業務

キ 地域循環共生圏構築に向けた身近な自然資本の活用に関する意見交換会の開催
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①物部川流域生態系保全から考える持続可能な地域づくりへのアプローチ
～新たな仕組み「自然共生サイト」をどう活かす？

日 時：令和6年1月31日（水）13:00～15:30

場 所：のいちふれあいセンター（高知県香南市）、

ZoomによるWEB会議

参加者：33名

後 援：物部川21世紀の森と水の会、高知県、香南市

内 容：前半は団体による奥物部におけるシカ害からの森林再生の取組報告
、環境省からの自然共生サイトの仕組みと可能性、実際に申請を手がけた実
感等についての情報提供があった。後半は、申請要件と生物多様性の評価
等が話題となり、活発な意見交換が行われた。申請にあたってのアドバイス
もあり、自然共生サイトについて理解が進んだという感想を多数得た。

■情報提供

・押岡茂紀「奥物部の自然の現状から流域の未来を考える」

・山田浩昭「『自然共生サイト』の仕組みと可能性」

・武智渉「県有林の『自然共生サイト』への登録を契機として」

■パネリストとの意見交換

パネリスト：登壇者6名、ファシリテーター：四国EPO
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②四国の森林活用ダイアログ～自治体による森林経営管理、J-クレジットの発行～

日 時：令和6年2月13日（火）15:00～17:15

場 所：WebexMeetintgsによるWEB会議

参加者：60名（自治体・金融機関、他）

主 催：ローカルSDGs四国（四国EPO、中国四国地方環境事務所四国事務所）、

四国森林管理局、四国経済産業局、四国財務局

内 容：森林をとりまく現状や課題、持続可能な森林管理の手段の1つであるJ-クレジット登録の流れや活用事例、

カーボンクレジット市場の動向、企業の取組など、森林管理に関する情報を一元的に得るとともに今後の

展開を考える機会となった。

■情報提供

・「森林経営管理の現状と課題」（四国森林管理局）

・「森林由来のJ-クレジットの活用について」（四国経済産業局、PwC Japan有限責任監査法人）

・森林経営管理制度へのPFS/SIBスキーム導入の可能性について」（㈱日本政策投資銀行）

・林業・林政DX～J-クレジット発行のデジタルプラットフォーム構築支援（ ㈱THEMIX Green ）

■登壇者との意見交換（個別ブース25分×2回）



3.基本業務

ア Webサイト等を活用した情報発信、PR
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EPO HP Facebook インスタ
X

(旧Twitter)
メルマガ

データ
ベース
登録

訪問者
数

掲載数 閲覧者数 掲載数
フォロ
ワー数

リーチ数
掲載数 フォロ

ワー数
掲載数

フォロワー
数

配信件数
（月1回配

信）

登録者数

R5
893

（74/月）
61,812

(5,151/月)
12710
(1,059/
月)

721 13,844
(1,153/
月)

115
(9/月)

109
名

215
(17
/月)

105名
12
(1
/月)

971名 43,363
482
(40
/月)
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3.基本業務

イ 相談対応、対話の場づくり等
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相談対応（地域内訳）

R4(N=316) R4(N=275)
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相談対応（セクター内訳）
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相談対応（要望内訳）
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相談対応（コンタクト方法）
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■令和5年度気候変動講演会
日 時：令和5年10月21日（土）13:30～15:30
場 所：かがわ国際会議場(香川県高松市)
参加者：約130名
共 催：香川県、香川県地球温暖化防止活動推進センター(せとeco・かがわ)、

中国四国地方環境事務所四国事務所、高松地方気象台、高松市
内 容：昨年と同じくアラスカで活躍する写真家を講師として招き、講師が撮影した

写真やエピソードを通して、アラスカの雄大な自然、迫る気候変動の影響など
について知る機会となった。四国EPOは司会進行を担い、それぞれの主体と
役割分担して、協働で実施することができた。

■環境白書を読む会
日 時：令和5年10月23日（月）13:00～14:30
場 所：四国大学(徳島県徳島市)、ZoomによるWEB会議
参加者：約80名
共 催：（特非）徳島環境カウンセラー協議会
内 容:令和5年版環境白書・循環型社会白書・生物多様性白書について、テーマや

狙い等を環境省の担当者が解説し、環境政策を自分事としてどのように
対応していくかなどを考え、それに基づいた今後の活動内容について意見交換を行った。



4. 四国EPO運営委員会の開催
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7月13日
第1回運営委員会
（ハイブリッド開催）

3月13日
第2回運営委員会
（ハイブリッド開催）
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